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平成２２年（フ）第１４３号
熊本市小山５丁目８番10号 マドレカーサ
Ò`201

破産者 上田 直弘
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

熊本地方裁判所民事第１部
平成２２年（フ）第２２７号
熊本市新南部３丁目７番45号 ジュピター
ホーク111号
破産者 坂本 光也
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

熊本地方裁判所民事第１部
平成２１年（フ）第７３号
沖縄県名護市大南２丁目９番７号
破産者 宮里 伸
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

那覇地方裁判所名護支部
平成２１年（フ）第７４号
沖縄県名護市大南２丁目９番７号
破産者 宮里さゆり
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

那覇地方裁判所名護支部
平成２２年（フ）第３５号
秋田県にかほ市象潟町横岡字大森47番地
破産者 齋藤 弘子
１ 決定年月日 平成22年10月５日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

秋田地方裁判所本荘支部

平成２２年（フ）第１６９号
北海道苫小牧市はまなす町１丁目12番15号
破産者 佐藤 英喜
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

札幌地方裁判所苫小牧支部
平成２２年（フ）第３０４号
埼玉県狭山市笹井１丁目11番８`203号、破
産手続開始決定時の住所埼玉県狭山市笹井１
丁目11番９`504号
破産者 永井 歌子
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２２年（フ）第３３８号
埼玉県入間郡毛呂山町大字下川原782番地65

破産者 小橋川 治
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２２年（フ）第３３９号
埼玉県入間郡毛呂山町大字下川原782番地65

破産者 小橋川仁子
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２２年（フ）第３９３号
埼玉県ふじみ野市亀久保1694番地43

破産者 山崎 透
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部

平成２２年（フ）第４４７号
埼玉県鶴ヶ島市大字上広谷411番地５コーポ
中村106号
破産者 吉野 正義
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２２年（フ）第５０１号
埼玉県川越市大字今福1926番地17

破産者 菅原 三郎
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２２年（フ）第５２１号
埼玉県狭山市笹井３丁目20番16号
破産者 黒澤 久夫
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２２年（フ）第５７０号
埼玉県川越市大字今福1051番地18

破産者 大越 康裕
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

さいたま地方裁判所川越支部
平成２１年（フ）第３５５９号
横浜市緑区霧が丘５丁目19番地２
破産者 菅田真知子
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

横浜地方裁判所第３民事部

平成２２年（フ）第１６４８号
名古屋市守山区緑ヶ丘110番地 シティファ
ミリー小幡北山Ａ棟803号
破産者 鴨野 範彦
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

名古屋地方裁判所民事第２部
平成２２年（フ）第１１６６号
大阪市都島区都島北通２丁目20番25号 幸マ
ンション
破産者 階元 光明
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第３２２１号
大阪府摂津市東別府１丁目４番24号
破産者 清水 政憲
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部
平成２２年（フ）第３２７７号
大阪府東大阪市稲田新町２丁目21番10`105

号
破産者 岸本 昌幸
１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

大阪地方裁判所第６民事部

平成２２年（フ）第１１６号
名古屋市中区丸の内２丁目11番19号 大橋ビ
ル301号
破産者 テンシー オスカーこと ＴＥＮＣＥ
ＯＳＣＡＲ ＭＯＳＣＯＳＯÔ

１ 決定年月日 平成22年10月６日
２ 主文 本件破産手続を廃止する。
３ 理由の要旨 破産財団をもって破産手続の費
用を支弁するのに不足する。
４ 主文 破産者について免責を許可する。

名古屋地方裁判所民事第２部
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